
≫骨密度検査を受けられる方へ

１．骨密度検査とは
１．ＤＸＡ法と呼ばれる強弱２種類のエックス線を用いて、骨の強さを調べます。

この方法は数ある骨密度検査の中でも最も信頼性の高い検査とされています。
２．骨密度を測定する部位は腰椎、股関節（主に右）です。

撮影はベッド上で仰臥位（あおむけ）で行います。
３．部位により異なりますが２～３分程度、体を静止していただく必要があります。

呼吸を止める必要はありません。

２．骨密度検査にかかる時間

１．身につけている物については担当の診療放射線技師の指示に従ってください。
２．検査に時間がかかるため、体を静止することが難しい方は撮影が困難な場合があ

ります。

３．注意点

１．検査にかかる時間は腰椎、股関節それぞれは２～３分程度です。
２．骨密度を装置で計算する時間まで含めて２０分程度かかる検査です。

検査前

検査中

検査後

１．お名前と骨密度を測定する部位、当日の体調について確認させてい
ただきます。

２．腰から膝まで取り外せる金属やプラスチックのものは全て取り外
していただきます。

１．ベッド上で仰臥位（あおむけ）で寝ていただきます。位置を合わせ
るために頭や体に触れる場合があります。

２．骨密度を測定する際は、２～３分程度静止していただきます。
腰椎と股関節をそれぞれ撮影します。

３．以下の理由により、同部位を数回撮影する場合があります。
①診断に必要な情報を得るため。
②以前の検査と比較する場合、再現性が必要となるため。

４．ご気分の優れない場合は声に出してお知らせください。

１．特に注意していただくことはありませんが、他の検査がある場合は
その検査の注意点（飲食、排尿など）をご確認ください。

２．お忘れ物のないようご注意ください。結果をお渡ししますので
次のご予約、ご予定へお進みください。

３．検査の結果は診察の際に医師に直接ご確認ください。

※ 検査や治療の内容によって手順が異なる場合があります。
主治医や担当したスタッフからお話しされた内容をご確認ください。
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